
農林業センサスの調査事項の見直しに対応した集計事項の変更について
－農業の労働力に関する集計事項－

○ 団体経営体についても、60日以上従事の役員・構成員や、経営主について、個人経営体の世帯員と同様に、性別、従事
日数階層に加え、年齢を把握。
なお、60日未満従事の役員・構成員については、男女別に人数のみを把握。

○ 常雇い（農業又は農業生産関連事業）は、性別、年齢等を把握。

資料No.４

【2015年センサス】

〈農業就業者の全体像（イメージ）〉

【2020年センサス】

〈基幹的農業従事者〉 ○ 個人経営体、団体経営体を通じた、常雇いを含む労働力の詳細な
状況（年齢階層等）についての集計が可能。

○ 基幹的農業従事者だけでなく、団体経営体の60日以上従事の役

員・構成員、経営主や、常雇いのそれぞれについて平均年齢の集計
が可能。

【平均年齢○歳】

○ 個人経営体における集落営農組織への参加状況の集計が可能。
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－農業生産関連事業の労働力に関する集計事項－

○ 個人経営体の世帯員で農業生産関連事業に従事した者ごとに、団体経営体の60日以上従事の役員・構成員、経営主で
農業生産関連事業に従事した者ごとに、性別、年齢、従事日数階層を把握。
○ 常雇いは、まとめて、農業と農業生産関連事業を別々に、男女別の従事日数の合計を把握。

（臨時雇いは、まとめて、農業と農業生産関連事業を別々に、男女別の人数と従事日数の合計を把握。）

【2015年センサス】 【2020年センサス】

○ 農業生産関連事業に従事した者を把握していない。

○ 農業生産関連事業に従事した者（個人経営体の世帯員、団体経営
体の60日以上従事の役員・構成員、経営主）について、年齢階層の集
計が可能。

○ 常雇い、臨時雇いのそれぞれについて、農業生産関連事業への従
事日数の合計の集計が可能。
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－林業の労働力に関する集計事項－

○ 林業経営体についても、農業経営体と同様に、個人経営体については世帯員ごとに、性別、年齢、従事日数階層等を、
団体経営体については60日以上従事の役員・構成員（山林の共同保有者）や、経営主ごとに、性別、年齢、従事日数階層
を把握。
なお、60日未満従事の役員・構成員（山林の共同保有者）については、男女別に人数のみを把握。

○ 常雇いは、性別、年齢等を把握。

【2015年センサス】

〈林業就業者の全体像（イメージ）〉

【2020年センサス】

○ 林業経営体については、家族経営体、組織経営
体共通で、世帯員や林業に従事した役員・構成員
（山林の共同保有者）をまとめて、男女別、従事日数
階層別に人数のみを把握。

○ 常雇い、臨時雇いは、家族経営体、組織経営体共
通で、男女別に人数、従事日数の合計のみを把握。

○ 農業経営体と同様に、個人経営体の、仕事が主で、主に自営林業に
従事した世帯員、団体経営体の60日以上従事の役員・構成員や、常雇
いの詳細な状況（年齢階層等）の集計が可能。

○ 農業経営体と同様に、団体経営体の60日以上従事の役員・構成員、
経営主や、常雇いのそれぞれについて平均年齢の集計が可能。
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－常雇いに関する集計事項－

○ 農業経営体の個人経営体、団体経営体について、各常雇い（農業又は農業生産関連事業に従事）について、性別、年
齢等を把握。
○ 林業経営体の個人経営体、団体経営体について、各常雇い（林業に従事）について、性別、年齢等を把握。

【2015年センサス】

〈常雇い（イメージ）〉

【2020年センサス】

〈常雇い〉

○ 農業経営体の家族経営体、組織経営体の常雇いは、

まとめて、男女別、年齢階層別の人数、従事日数の
合計のみを把握。

○ 農業経営体の個人経営体、団体経営体の常雇いの詳細
な状況（年齢階層等）の集計が可能。
林業経営体についても、農業経営体と同様に、個人経営体、

団体経営体の常雇いの詳細な状況（年齢階層等）の集計が
可能。

４

（参考） 林業経営体の家族経営体、組織経営体の常雇いは、
まとめて、男女別に人数、従事日数の合計のみを把握。



－経営の継承に関する集計事項－

○ 個人経営体だけでなく団体経営体についても、後継者の状況を把握。
○ 後継者は、親族、親族以外の経営内部の人材、経営外部の人材のいずれであるか等を把握。
○ 林業経営体についても、農業経営体と同様に、後継者の状況を把握。

【2015年センサス】

〈個人経営体・団体経営体の後継者の状況（イメージ）〉

【2020年センサス】

○ 家族経営体について、同居後継者等の後継者の
状況を把握。

○ 個人経営体、団体経営体を通じて、後継者の有無別経営体数の
集計が可能。
林業経営体についても、農業経営体と同様に、個人経営体、団体

経営体について後継者の有無別経営体数の集計が可能。

○ 個人経営体、団体経営体について、後継者を確保している経営主
の年齢階層別経営体数の集計が可能。

〈後継者の有無別経営体の割合〉

（参考） 組織経営体については、後継者の状況について
把握していない。
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－有機農業の取組に関する集計事項－

【 2015年センサス】 【 2020年センサス 】

○ 有機農業の推進目標に対する進捗状況を把握するため、有機農業に取り組んでいる品目別作付面積を新たに把握。
有機農業の取組拡大に向けた目標に対する進捗の点検が品目別に可能。

○ 有機農業の作付面積を把握していない。 ○ 有機農業の品目別作付面積が集計可能。

＜有機農業の作付面積（イメージ）＞
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－農業経営へのデータ活用に関する集計事項－

○ 簡易にデータを活用、高度にデータを活用している経営体数を把握。

○ 簡易にデータを活用、高度にデータを活用している経営体数やその割合の集計が可能。

＜データを活用した農業を行っている経営体の経営主年齢階層別経営体数（イメージ）＞＜データを活用した農業を行っている経営体の割合（イメージ）＞
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【 2020年センサス 】
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－品目別作付（栽培）面積の集計事項－

［ 2015年センサス ] ［ 2020年センサス］

品目
を拡充

○ 小麦（うち田で作付）、二条大麦、六条大麦、裸麦、原料用かんしょ（でん粉用）、食用かんしょ（加工用を含む）、大豆（う
ち田で作付）、なたね等について、農林業センサスを農畜産物生産費統計調査の母集団情報として活用する観点等から、
作付（栽培）延べ面積を調査項目として拡充。
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－農産物販売金額・作業受託料金収入金額の階層に関する集計事項－

○ 農産物販売金額の階層について、小規模階層を統合し、大規模階層を細分化し、16階層を10階層に変更。
○ 農作業受託料金収入、林産物販売金額、林業作業受託料金収入の階層についても、同様に変更。

【調査票】

５ 億 円 以 上

１ ～ ３ 億

３ ～ ５ 億 円 未 満

満円 未

3,000 ～ 5,000 万 円 未 満

5,000万 ～ １ 億 円 未 満

2,000 ～ 3,000 万 円 未 満

1,500 ～ 2,000 万 円 未 満

満

700 ～ 1,000 万 円 未 満

満500 ～ 700 万 円 未

1,000 ～ 1,500 万 円 未

300 ～ 500 万 円 未 満

満200 ～ 300 万 円 未

100 ～ 200 万 円 未 満

満

～ 50 万 円 未 満
○

○

農

産

物

の

販

売

あ

り

○

○

15 万 円 未 満

15

50 ～ 100 万 円 未

（2015年センサス） （2020年センサス）
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